
日野市の不動産投資 
不動産投資の銀座ＭＡＰＥＳＴＡＴＥ株式会社 2026.1.15 
東京都日野市（Hino City, Tokyo）について、不動産投資に役立つ統計・現状分析や投資判
断につながる実データをできる限り「公式統計・公的データベース（公示地価等）」ベース
で整理します。なお一部統計は最新公開値が出揃っていない項目、“推計”と明示して整理し
ています。 

 
① 日野市の概要 
東京都西部・多摩地域に位置する市。面積約 27.55 km²、人口約 19 万人前後。東京都心（新
宿）まで中央線で約 30 分前後のベッドタウンであり、商業、住宅、観光資源に特徴がある
地域です。 

 
① 名所旧跡（おすすめ 3〜5 か所） 
1. 高幡不動尊（金剛寺） 

 



 

 
4 
関東三大不動のひとつ。新選組の副長・土方歳三の菩提寺としても知られる寺院。 



 
2. 多摩動物公園 

 

 



 
4 
広大な敷地に 300 種以上の動物が展示される人気スポット。家族層の集客力あり。 

 
3. 京王百草園（日本庭園） 



 

 

 
4 
四季の風景が楽しめる日本庭園。地元文化・観光資源として一定の集客あり。 

 
4. 新選組ゆかりの博物館群 



 

 



 



4 
新選組関連の歴史文化資源が集約。観光コンテンツとしての価値。 
※他にも「平山城址公園」、「黒川清流公園」など自然・歴史スポットあり。 

 
② 主要駅と駅前の活性化 
主要駅 

• 日野駅（JR 中央線） — 都心アクセス優位（新宿〜約 30 分）※乗降者数は JR 公式
値 30,000 人以上と推定（JR 東日本一般値ベース）。 

• 豊田駅（JR 中央線） — 日野市内の中核駅。 
• 高幡不動駅（京王線・多摩モノレール） — 商業集積と交差点立地。 

再開発・駅前活性化（現状） 
日野市では「日野駅周辺」や「豊田駅周辺」の商業再編・駅ナカ吸引力強化が進んでおり、
駅前商店街等の更新が続いています（人口近郊ベッドタウン特性）。ただし、23 区に比較す
ると大規模再開発事業は限定的（概ね商業施設のリニューアル等）。 

 
④ 平均所得額（市町村比較） 
最新の「市町村別平均給与ランキング」等は国税庁『民間給与実態統計調査』で公表されま
すが、日野市は多摩地域中心の住宅都市であるため、 
平均所得・給与水準は 23 区中心部に比べて中程度〜やや低めと推計されます。 
（実具体値は年度別統計表を照合する必要あり） 

 
⑤ 産業構造と主要企業 
産業構造（概要） 
日野市は地域商業、サービス、製造業が混在し、東京都心へのベッドタウン機能と地域内企
業活動を両立する構造です。 
主な企業（本社・拠点） 

1. 日野自動車（Hino Motors） — 世界的トラック/バスメーカー。 
2. オリエント時計（Orient Watch） — 歴史的中小製造。 
3. セイコーエプソン（販売オフィス） — 営業・管理拠点。 

（他は中小規模企業中心のため要別途経産省・商工会統計で具体順位を整理推奨） 
本社等ビルの写真 
本社ビル写真は公開率課題のため公的 DB 掲載が限定。 
※日野自動車本社（工場併設）は代表的ランドマーク。 

 
⑥ 土地価格の現状と推移 
公示地価・基準地価（2025 年令和 7 年） 



• 基準地価平均: 約 24.2 万円/m²（約 80 万円/坪） 
• 変動率: +4.81％（前年比上昇） 
• 公示地価平均: 約 24.6 万円/m²（約 81 万円/坪） 

※いずれも上昇傾向。 
最高公示価格地点 

• 日野市高幡 1001 番 8 外（高幡不動駅周辺） 
→ 約 66.6 万円/m²（約 220 万円/坪） 

地価推移 
1980〜90 年代バブル期トップから一旦低落後、2000 年代以降徐々に回復基調。近年は東京
圏地価上昇の影響を受け+3〜+5％ペースで上昇傾向。 

 
⑦ マンション価格指数・住宅価格 
公的な「マンション価格指数（全国/都道府県）」は国土交通省等のデータがあり、東京圏で
は上昇基調。日野市独自指数は不動産経済研究所などから推計データが必要となります。 
現状傾向（推計） 

• 中央線・京王線沿線で駅近物件の価格上昇 
• 23 区中心と比べると割安域 

（推計根拠：東京圏不動産市場全体上昇傾向） 
 

⑧ 収益不動産の収益率 
傾向（推計） 

• 地価・価格が比較的抑制される周辺居住エリア（例：平山・小宮など）では収益率
相対改善 

• 駅近（高幡不動・豊田）では価格上昇で利回り低位傾向 
※「最も低い収益率地域」は高幡不動駅周辺推定（地価高） 

 
⑨ オフィスビル賃料・入居率動向 
現状 

• 都心から 30 分圏の郊外中小オフィス需要は堅調 
• 大規模リーシングは限定的（23 区ほどの集中は無い） 

※詳細数値は最新商業統計ベースで要追加確認。 
 

⑨ 不動産投資の現状・将来性 
投資ポイント（公式・データベースベース） 
強み 

• 東京 23 区と比較して価格帯が抑制 → 賃料収益性の余地 



• 住環境・生活利便性が高く居住需要安定 
リスク 

• 大規模再開発・資本流入は限定的 
• 地方都市と比較して供給・競争は一定 

 
⑩ 再開発予定地・用途地域分析 
現状 

• 駅近エリア（高幡不動・豊田・日野）は用途地域が商業系・準工業系で住宅・商業
混在 
※用途地域等は都市計画マップ照合が必要。 

買うならここ（投資視点） 
• 高幡不動駅東西・豊田駅周辺：地価水準が高い一方、賃貸需要安定 
• 日野駅徒歩圏：中央線アクセスの強み 

 
⑪ 将来成長性評価（公式ベース） 
ポジティブ要素 

• 東京圏の住宅地需要継続 
• 駅利便性が高い（中央線・京王線・多摩モノレール） 
• 地価・住宅価格の持続的上昇傾向（公示地価ベース） 

チャレンジ 
• 産業集積・大規模オフィス供給は局所的 

総括 
日野市は東京近郊のベッドタウンとして安定需要があり、不動産投資においては「駅近住宅
系」「賃貸需要の高いエリア」に将来性があると整理できます（公示地価・駅利便性を根拠
に評価）。 

 
 


